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画実行経費

医学部研究者

育成支援事業

腫瘍抑制遺伝子 PDCD4の肝細胞癌に

おける発現調節と機能に関する研究

（代表：尾崎 岩太）

900

助 教

准教授

吉村 達

久富 昭孝

平成19年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成支援事業

佐賀大学職員の生活習慣病は改善可能

か（代表：吉村 達）

700




